
編集後記 

 

看護学部もいよいよ第１期卒業生を送り出す完成年度を迎え教員も多忙を極めるなか、第３号発

刊を迎える本紀要には昨年度を上回る御投稿を賜ったことは大変喜ばしい。限られたお時間のな

か査読をご担当いただいた先生方には深く感謝の意を表したい。紀要編集委員会は、本号発刊に

至る過程で明らかになった課題について漸次解決し、一層の発展を目指し尽力する所存である。 

本紀要に掲載された論文を通じ、研究の輪が学内に留まらず、広く国内外へと広がることを切に

希望する。2023 年度はさらなる投稿を期待している。 
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清泉女学院大学看護学研究紀要投稿・発行要領 
 

１．紀要の発行 

 紀要は、原則として年 1回発行する。（看護学部研究紀要に関する規程第 4条） 

 

２．投稿資格 

１）紀要に投稿できる者（筆頭著者・共同執筆者）は、（1）本学専任教員、（2）本学専任教員と

共同研究した者 なお、この場合、本学専任教員が代表者となり連名とする。（3）本学大学院

生・研究生として在籍中、あるいは在籍したことがある者。ただし、本学教員と連名とする。な

お、この場合、在職あるいは在学中に行った研究を発表するものとする。（看護学部研究紀要に

関する規程第５条） 

２）投稿者および共同執筆者は、日本学術振興会研究倫理 eラーニングコース、或いは研究倫理研

修が修了している（修了証書あり）。 

 

３．投稿内容 

投稿論文の種類は、原著論文、総説、研究報告、活動報告、資料、その他とし、いずも未発表のも

のとする。内容に関しては「執筆要領の 1」に記す。 

 

４．執筆要領 

執筆要領に関しては、「執筆要領」に記す。 

 

５．投稿事前届・投稿手続 

１） 投稿に係わる書類一式は、清泉女学院大学看護学部紀要編集委員会の公開フォルダに収める。 

２） 投稿原稿は Covering Letter および投稿チェックリストを付けて 3部（正本 1部、著者を特定で

きる事項を除いた副本 2 部）作製し、提出期間中に清泉女学院大学看護学部紀要編集委員会のレ

ターBox 及び指定メールアドレスに提出する。 

３） 受領日時、論文 Noを明記した受領書を投稿者のレターBox に入れ、受け取り通知とする。 

 

６．査読・審査 

１） 原稿の査読は、委員会が 1 論文につき 2 名の査読者を選出し、清泉女学院大学看護学部紀要編集

委員長が依頼する。査読者は原則として清泉女学院大学看護学部教授・准教授であるが、必要に

応じてその限りではない。 

２） 論文の審査は、査読者に対しては投稿者の氏名を、投稿者に対しては査読者の氏名を示さない方

式（二重匿名審査方式）によって実施する。 

３） 査読は 2 回までとし、査読期間内に査読・修正を終える。査読結果は、清泉女学院大学看護学部

紀要編集委員会より投稿者各自に連絡される。 

４） 最終の紀要への掲載の採否は清泉女学院大学看護学部紀要編集委員会で検討し委員長が投稿者へ

通知する。 

 

７．発行（公開・電子化） 

１） 論文は、最終稿提出締め切り日時までに執筆要領に沿って体裁を整え、印刷原稿 1部を清泉女学

院大学看護学部紀要編集委員会のレターBox と、清泉女学院大学看護学部紀要編集委員会の指定

メールアドレス先に提出する。受け取り確認はメールにて通知する。 

２） 掲載順序、その他編集に関わることは清泉女学院大学看護学部紀要編集委員会が行う。 

３） 校正は著者が責任をもって行う。 

４） 清泉女学院大学看護学研究紀要は、冊子の発行とともに電子化し、無料公開（リポジトリ）する

ことを原則とする。（看護学部研究紀要に関する規程第 4条） 

 

８．著作権 

 本紀要に掲載された著作物の著作権は本学に帰属する。 


